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的な地位が変わってくると思う」とし、
「この学会をさらに発展させ、薬剤師
の臨床薬学の拠点にすべき」と述べた。
　シンポジウム「認知症患者・家族を
支えるための地域での取り組み・挑
戦」では、認知症早期発見に向けた薬
局の役割などが議論された。
　その中で岩田淳氏（東京大学神経内
科学講師）は専門医の立場から、認知
症診療で薬局薬剤師に期待することと
して、 ▽認知症の人の拾い上げ ▽認知
症患者の内服薬の確認 ▽診断後の日常
生活の支援――を挙げた。特に、初期
の認知症を薬局で見つけるため、頻繁
に来局する高齢者と雑談をしてニュー
ス、日付、曜日を質問したり、同じ処方
箋を持って来局していないか確認する
ことをポイントとして指摘した。

　８月29、30日に神戸市で開かれた
近畿薬剤師学術大会で滋賀県薬常務理
事の永井智宏氏（かも調剤薬局）が事
業の概要や成果を発表した。
　残薬の回収事業は「薬局・薬剤師を
活用した健康情報拠点推進事業」の一
環として実施。スーパーのレジ袋タイ
プの「おくすり持参袋」と啓蒙用のチ
ラシを作成し、会員薬局に送付した。
14年12月から15年２月までの３カ月
間、この袋を活用して患者や家族、薬
剤師自身を含む医療・介護スタッフを
通じて残薬を回収した。薬剤師は回収
した残薬の中から再利用可能なものが
あれば医師に連絡し、処方日数の削減
につなげた。
　滋賀県薬は、残薬の商品名や数量、
残薬の原因、処理方法、医師への対応
などを容易に入力できる残薬確認シス
テムを開発し、各薬局に入力してもら
った。そのデータなどを解析し、残薬

回収事業の成果の数値化に取り組んだ。
　３カ月間で91薬局が参加し、520
人から残薬を回収した。その金額は合
計251万8583円。残薬回収後の有効
活用率は74％だった。永井氏は「薬
剤師の介入によって残薬を有効に活用
でき、医療費削減に貢献できた」と強
調。滋賀県の全薬局がこの活動を行う
と仮定すると３カ月間で約1030万円、
全国規模では約11億6800万円の医療
費削減効果があると語った。
　15年度も参加薬局を増やして残薬
回収事業を実施する計画だ。「ｎ数を
増やし、どんな薬、どんな薬効の薬が
残薬になりやすいのかを分析したい」
と永井氏は強調。看護・介護職への残
薬回収の啓蒙にも力を入れるとした。

　第９回「日本薬局学会学術総会」が“薬局機
能を高める・みらいへの展望－問われる私た
ちの進化と真価”をテーマに、９月26、27の
両日、横浜市のパシフィコ横浜で開催された
（学術総会会長は大野利美知氏：ファーマラ
イズホールディングス社長）。厚生労働省医

政局長（当時、現在は厚生労働事務次官）の
二川一男氏による基調講演や、めぐみ在宅ク
リニック院長の小澤竹俊氏の特別講演、シン
ポジウム、未来セミナー、ワークショップなど
充実したプログラムが実施され、次の時代に
向けての新しい薬局の形を力強く発信した。

　滋賀県薬剤師会は2014年度から２年間限定の「薬剤師
見える化特別委員会」を新設し、薬剤師の役割や業務内容
を社会に認知してもらう活動に力を入れている。その一環
として薬剤師業務のエビデンス構築を推進。残薬回収事業
を実施し、医師に連絡して処方を調整するなど薬局薬剤師
の介入によって、回収した残薬の74％を有効活用できる
ことを明らかにした。15年度も参加薬局数を増やして同
様の事業を行い、その成果を数値化する計画だ。

学の今西信幸理事長は、「薬学教育が４
年制から６年制に変わり、これまでの
教育、研究に加え、臨床強化が６年制
薬学部の使命となった」と指摘。「そう
した観点から、日本薬局学会は貴重な
臨床薬学の場。この学会で学び、それ
らを広めることによって薬剤師の基本

囲の学会へ拡大していくことが必要で
はないか」との考えを示した。その上
で、「京都で開催される来年の第10回
学術総会を機に、できるだけ開かれた
学会に変化させていきたい」と語った。
　来賓としてあいさつした東京薬科大

日本薬局学会学術総会 新しい薬局の形を発信
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滋賀県薬が近畿薬剤師学術大会で報告

過去最多の2550人が参加した近畿薬剤師学術大会

　開会式の中であいさつに立った日本
保険薬局協会（NPhA）の中村勝会長
（クオール社長）は、日本薬局学会の
今後に関して言及。「薬剤師を中心と
したNPhA内の学会から、薬学部関係
者、医師や看護師なども含めて広い範
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